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1７４ 社会学研究科紀要第６２号２００６

日本語版幼少期性役割行動尺度(J-PSAI)の作成

一Pre-SchoolActivitieslnventoryの邦訳一

佐々木掌子

目的

典型的性役割を測定する際，国内ではしばしば，ＢSRI(Bem,1974)やＰＡＱ(Spence,Helmreich,＆

Stapp,1975)に代表されるような形容（動）詞による性役割パーソナリティ尺度が使用されてきた。し

かし，ＢｅｍやSpenceなど作成者本人が記述しているように，こうしたパーソナリティ尺度は抽象度が

高いため，性役割に関する個人差が実際にあるのかどうかを判断することができないという問題点があ

る（Ｂｅｍ,１９８１;Spence＆Buckner,１９９５)。

そこで，具体的な典型的性役割行動を測定する尺度が必要であると考えられるため，これを指標とし

たイギリスの尺度を邦訳し，日本語版の典型的性役割行動尺度を作成することを目的とした。

方法

作成者Golombok(1993)より翻訳許可をもらい"Pre-SchoolActivitieslnventory:ＰＳＡ１，，を日本語

訳した。この尺度を“日本語版幼少期'性役割尺度(JapanesePre-SchoolActivitieslnventory:J-PSAI)”

とする。訳に関してはバックトランスレーションを行い，その後Golombok本人よりチェックを受けた

(Appendix参照)。

そして，J-PSAIについて回答を求めた。対象は，学生３６９名（女性１４７名，男性１２２名）であり，

幼少期を回想して回答してもらった。実施方法は集団式，回答は５件法である。

ＰＳＡＩの得点算出法は，以下である。得点を５０点前後にして数値を見やすくするために，まず全２４

項目の平均値と標準偏差を算出する。その後，男児１２項目の合計点から女児１２項目の合計点を引き，

男性・女性それぞれｌＯに近い標準偏差にするため．標準偏差で１０を割った値を掛けて仮のＴ得点に

変換をする。最後に，５０に近い平均値にするため５０から平均値を引いた値を足す。ＰＳＡＩの得点は高け

れば高いほど男児的性役割行動への志向があることを示し，低ければ低いほど女児役割行動を示すこと

になる。そこで，Ｊ－ＰＳＡＩもそれにならった。

したがって，本研究における得点算出の公式は，47.11＋1.1×(男児項目得点の合計一女児項目得点の

合計）となる。

結 果

Item-Total相関を算出した結果をＴａｂｌｅｌに示す。なお本尺度は一次元尺度として扱っている。男女

込みのＩＴ相関では，いくつかの項目で負の相関が見られた。男性のみ及び女性のみの相関では，低かっ

た相関係数が若干上がる項目もあったものの，２項目では完全に負の相関が見られた。

Ｊ・PSAI得点については，平均値，標準偏差，最大値，最小値を男女別に表で示す(Table２)。２標準偏

差分の男女差が認められた。

α係数は，男児項目がα＝､807,女児項目が，α＝､885であり，十分な値が得られた。



１１本語版幼少期性役割行動尺度(J-PSAI)の作成ｌ７５

Ｔａｂｌｅｌｌｔｅｍ=scalecorrelationcoefricientsfoｒＴａｂｌｅ２Ｍcans，ｓｔａｎｄａｒｄｄｅｖｉａｔｉ()ｎs，ｍａｘｉ‐
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Ｐａｒｔｌ－４０．３４０．２７０．２５

Ｐａｒｔｌ－５－０．０３０．２２０．２６

Ｐａｒｔｌ－６－０．０５０．２８０．２０
考 察

Par1１－７０．４５０．４２０．３９

Ｐａｒｔ２－１０．４５０．４７０．３７ 本研究では，具体的な典型的性役害'1行動を測定

Ｐａｒｔ２－２０．３４０．３６０.０８ するために，項目の検討とデータ収集・分析によ
Ｐａｒｔ２－３０．４００．５５０．２９

る予備的な調査をｆ冬えた。その結果，原版ＰＳＡＩＰａｒｔ２－４－０．０７０．３２－０．０１

Part２．５-0.02０．３５-0.05とほぼ近似の基礎統計量を得ることができたもの
Ｐart２－６０．４２０．４３０．３２

の，ＩＴ相関については，課題を残す結果となっ
Ｐａｒｔ２－７０．１００．１７０.ｌ７

Ｐａｒｔ２－８０．２１０．２１０．２７ た。特に，男女込みで本尺度を扱うには，負の相関

Ｐａｒｔ２－９０．４７０．５００．３８
だった項目を落とすべきとj乱われる。

Ｐａｒｔ２－１００．０２０．２６０．２４

この問題点は，Golombokより注意を受けてもＰａｒｔ２－ｌｌＯ､３６０．３３０．３０

Ｐａｒｔ３－１０．１５０．２２０.ｌ５ いる。ＰＳＡＩは，幼児に対する親や保育士・幼稚園
Ｐａｒｔ３－２０．１７０．４００．１４

教諭などの他者評定による尺度であるため，回想
Ｐａｒｌ３－３－０．０４０．０４０．０７

Part３．４-0.14-0.16-0.13的に回答すると信頼性が低まるという（Ｅメール
Ｐａｒｔ３－５０．３８０．４００．２０

による私ｲ言)。今後は，この問題点を解決するた
Ｐａｒｔ３－６－０．０９－０．１１－０．１０

め，実際の就学前の幼児を対象に尺度の信頼性を

検討する必要があるだろう。

また原版では，大規模な欧米国際比較調査が実施され，標準化がなされている。本尺度は，男女間の

弁別を可能にする上に，同性別内あるいは両'性別内での'性役割志向バリエーションにも寄与するという

特徴を持っている点で，使用範囲の広い尺度といえる。今後，J-PSAIの妥当性が確認されたあとは，標

準化や国際比較など，用途の広がりが期待される。
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以下は小学校に上がる前の毎日の活動についてのものです。 出して5歳くらいの頃を思し
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していなくてもいいので，あなた自身が「したか１たかどうか」の頻度をお答えください。回容

くない，２－ほとんどない，３－ときどきある，４－よくある，５－いつも，のうちから，最もあてはま

でください。
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Part3：以下の特徴はありましたか。

１．新しい環境を探して試すのが好きである．…･…･…･………･……．

２．荒っぽい遊びを楽しむ・・…………………………………………･…

３．ヘビやクモ，昆虫などに興味を示す………･……･……………･…

４．泥だらけになるようなことは避ける………………………………

５．かわいらしいものを好む………………………･……………･……．

６．危ないことは避ける…･…………･……･……………………………

Partl：以下のおもちゃでどれくらい遊びたかったですか。

１．ピストル（あるいはモノをピストルなどに見立てて）…………

２．アクセサリー類………･………………．．……………………………

３．工具セット………………･…･………………･……･…………･･･…．．

４．人形，人形の服，人形用の乳母車…………･………………．．……

５．電車，車，飛行機など．……．．……･…･…･…………………………

６．剣や刀（あるいはモノを剣や刀などに見立てて）………………

７．おままごとセット・…･……………･……………･……………･…･…
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Part2：以下の活動をどれくらいしたかったですか。

１．おままごとをする（掃除や料理など）・…･…………･…...………

２．女の子と遊ぶ・・…･……………………………………………………

３．女性キャラクターのごっこ遊びをする（お姫様ごっこなど）……

４．男性的な職業のごっこ遊びをする（兵士など）・…………..……

５．なぐりあいをする……･…･………….…………….….………….…

６．家族の人（親など）のまねをして遊ぶ……………………………

７．スポーツやボールゲームをする…….……..………………………

８．登る（フェンスや木やジャングルジムなど）….….……………．

９．遊びの中で赤ちゃんの面倒を見る…..………………….…………

１０．実際の車や電車や飛行機に興味を示す．……………….…………．

１１．女の子らしい服を着る…･…･…………….….……….……….……


